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外部支援との協働の可能性 
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１．石巻仮設住宅自治連合会とは 

 石巻仮設住宅自治連合会は、石巻の仮設住宅自治会役員が様々な課題
を共に乗り越えるため、自治会有志により結成しました。東日本大震災の被
災地域において、一番初めに発足した仮設住宅の自治連合会です。 
 
 設立経緯 
 2011年12月、石巻市内の仮設住宅住民にとって、安全・安心で住みよい
環境づくりのために建設的な取り組みを行うことを目的に、5団地の自治会
が集まり設立。 
 
 加盟自治会数 

36団地（平成25年3月20日現在） 

※石巻市内に仮設住宅134団地があり、平成25年3月20日時点で自治会が
発足したのは38団地のみ。入居世帯数が50に満たない等の理由で単独の
自治会を設立せず隣接地域の既存の自治会に編入したのは79団地。その
他、17団地は調整中。 



２．石巻仮設住宅自治連合会が目指してきたこと 

• 孤独死を出さないため、住民同士で 
  見守りができるコミュニティづくり 
 

• 安全、安心で明るく住みよい環境づくり 
 

• 住民自らが主体となって運営する 
  自治会および自治連合会の体制づくり 
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３．石巻仮設住宅自治連合推進会の活動 

 定例会の開催 
   毎月1回の定例会および支部会議を開催し、 
   仮設住宅自治会間の情報共有 
 
 行政や関係機関、支援者との連携調整 
   情報の伝達、要望書の提出 
 
 仮設住宅の生活環境改善に向けた取り組み 
   駐車禁止や交通標識の取り付け 

 
 コミュニティ形成支援 
   親睦行事（スポーツ大会や歌合戦など）の開催 

 
 全仮設住宅団地への訪問調査 
   自治会の設立状況をはじめとする基礎調査 
 
 その他 
   パソコン教室（企業・ＮＰＯとの協働）など 
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４．石巻仮設住宅自治連合推進会の体制 
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役員会 
（会長1名、副会長5名、監事1名） 

中央ブロック 

（１０団地） 

西ブロック 

（１９団地） 

東ブロック 

（４団地） 

北ブロック 

（３団地） 

事務局 
事務局長（常勤） 

職員2名 

石巻仮設住宅自治連合会 

石巻仮設住宅自治連合推進会 

石巻市民病院 支援事業に関わるＮＰＯ等 
情報共有・連携 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

石巻市 
企画部市民協働推進課 

福祉部被災市民生活支援課 

石巻市社会福祉協議会 

石巻警察署 
生活安全課・地域課 

（社）日本カーシェアリング協会 

（社）みらいサポート石巻 



５．石巻仮設住宅自治連合推進会の活動成果 

 定例会の開催 
   毎月の定例会開催と「自治連だより」の発行 
   支部会の運営サポート 
 

 行政や関係機関との連携調整 
   市との協働による復興公営住宅説明会の開催 
 

 仮設住宅の生活環境改善に向けた取り組み 
   駐車禁止や交通標識の取り付け 

 

 コミュニティ形成支援 
   スポーツ大会：20チーム参加 
   歌合戦：20チーム参加 

 

 全仮設住宅団地への訪問調査 
   全134団地を訪問し、115団地から 
   アンケート結果回収 
 

 その他 
   12団地へのパソコン・インターネット環境の整備 
   パソコン教室（企業・ＮＰＯとの協働）など 
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６．ありがたかった支援と、これからの支援 

 ありがたかった支援 

• 衣・食の支援 

• 自治会で出来ないイベント 

• 支援情報や公営住宅情報の提供 

• 住民の技能を生かした企画 

• 資金の助成 

• 社協の見守り 

• 警察による防犯パトロール 

• 土台の支援 
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 「？」な支援 

• いつまでも物資を配る 

• 集会所の予約を頼まれる 

• チラシ貼ってはがさない 

• 集会所の扉に案内を接着 

• 支援をお断りした例 

    
  

考える角度を変えてほしい 



７．これからの取り組みの“軸” 
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震災から3年目。震災を乗り越え、復興に向けた 「自立」 へ 
 
• 「仮設は、全国の皆さんに住まわせてもらっている所」 

 今の仮設は、震災前の住居や公営住宅より恵まれた部分も。 
 仮設は仮設、やりすぎないように。 

 

• 「住民が主体に」 
 自治会長もこれから抜けていく。 
 何でも役所だよりにならないように。 

 

• 「人とモノを失っても、心を失わない」 
 自立心の醸成 
 

• 多様な価値観の中でのコミュニティづくり 
 命令・禁止のルールづくりではなく、地道な協力お願いの積み重ね 

 
 

 



８．これから求められる支援 
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住民だけではできない部分を補う支援 
     

 住民のやる気を引き出し、活力を取り戻すきっかけづくり 

   自治会では出来ないお笑い、音楽、伝統芸能等イベントの開催 

 生活再建に関する情報の伝達・提供 

   公営住宅入居や集団移転等に関する情報 

 専門的な分野のサポート 

   まちづくり等の専門スキルやノウハウの提供 

 

 



９．まとめ 

 これまでの2年間、行政、関係機関、ボランティアの

方々をはじめ、国内外の多くの方々からご支援を頂い
たことは、本当にありがたく、心から感謝しております。 
 
 今後、更なるご支援をお願いするとともに、私ども被
災者も自立に向けて心身の健康に留意し、頑張ってい
きたいと思っております。 
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ご静聴ありがとうございました。 
 

【ご質問・お問合せ】 
石巻仮設住宅自治連合会 事務局 

ＴＥＬ/ＦＡＸ：0225-22-0223 
Ｅｍａｉｌ：jyounai@hotmail.co.jp 
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